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片桐雅義先生のご退職にあたって
片桐雅義先生は 1944 年青森県にお生まれになり、高校までを主に福島県、群馬県で過ごされました。先生
は東京大学文学部第 4 類心理学専修を 1966 年にご卒業後、大学院に進学なさり、1968 年東京大学大学院人
文科学研究科心理学専攻修士課程修了（文学修士）、1971 年博士課程単位取得退学を経て、同年 4 月から東
京大学教養学部学生相談所助手、1973 年 8 月から同大学文学部心理学研究室助手をお勤めになりました。
そして、1978 年 4 月に宇都宮大学教養部助教授にご就任なさいました。1990 年には教養部教授に昇任され、
1994 年 10 月、国際学部設置にともない国際学部にお移りになりました。教養部を廃止して国際学部をつく
るという流れの中で果たした先生のご活躍とご苦労のほどは推測するに余りあるものがあると存じます。
心理学がご専門の先生は、もともとは動物実験を主とした学習の研究を行っていたそうですが、それらの
研究を人間の行動の理解に発展させたいとお考えになっていたとき、文部省在外研究員として 1993 年 3 月
から 1994 年 1 月の間アイオワ大学において研究する機会を得られ、人間の随伴性（関連性）の判断の研究
に進むことになったそうです。その成果を、1995 年モントリオールで開催された第 26 回国際心理学会議に
おけるシンポジウムで発表なさっており、それは、Causation and association（The Psychology of Learning and 
Motivation, 1996,　所収）という論文に結実します。先生のご研究はさらに深化し、ステレオタイプ・偏見の
研究に広げたいとお考えになり、随伴性判断の錯誤を研究テーマとし、その成果を、国際学部研究論集に次々
と発表なさるとともに、第 69 回日本心理学会大会でご報告なさっています。
先生は、学部や研究科の授業では、「行動システム論」「行動変容論」「行動システム論実験」「情報処理」「視
聴覚教育メディア論」などを担当しておられますが、上述のご研究の内容・アプローチは、教育面でも生かされ、
「心理学の基礎的な研究が現実の社会的問題にどのようにつながっているか」を学生に伝えようとする先生の
誠実な教育姿勢に如実に反映しています。国際学部の学生を念頭に置いて研究と教育を連結させようとする
先生のお考えと実践には、我々も学ばせていただくところが大きいと思われます。
学生以上に、先生から恩恵を受けたのは、間違いなく我々教員でしょう。組織運営において先生ほどきめ
細かく配慮の行き届いたお仕事をなさった方は、そうおられないでしょう。大学や国際学部の事は隅から隅
まで熟知しておられ、先生が全学や学部の委員長としてなさったお仕事は、現在でも多くがそのまま受け継
がれています。それらをあげればきりがありませんが、たとえば、履修案内の改訂と編入学の既修得単位認
定手順の整備をなさったのが先生です。以前はわかりにくい規程集のようなものだった案内が、現在使って
いる解説的な履修案内に変わったのも、編入学生の立場に配慮した単位認定に改められたのも、先生がエネ
ルギーを注いでくれたおかげです。また、卒業生を講師として招き、仕事や就職活動について話をしてもら
う就職セミナーを始めたのも先生です。学生の身になって、役立つことなら、どんな面倒な事でも率先して
やり遂げてしまう先生の智恵と実行力には、まったく目を見張るばかりです。先生のお作りになったものが、
いつまでもそのまま使われているのは、先生のお言葉を借りれば、「うれしいような、さびしいような」とい
うことかもしれませんが、私から言わせれば、先生の作品をこえるものを作ることは、不可能に近いという
ことではないでしょうか。また、ここ 4 年間は総合メディア基盤センター長として日々お忙しく、とくに情
報セキュリティ ISO27001 の取得は、先生だからこそおできになった仕事でしょう。日本の大学のセンターで
は静岡大学に次いで２番目であり、法人評価でも優れた点として大変注目されました。
このように、先生は、研究・教育、組織運営において、まさに公平無私な態度で、学生や教員のために力
を注いでくださいました。私だけでなく、先生のいらっしゃらない国際学部・研究科を想像できない（想像
したくない）方はたくさんいることでしょう。あらためて、先生の大学と国際学部・研究科に対する多大な
ご貢献にこの上ない感謝を申し上げるとともに、いつまでも先生のお姿お声に日常的に接していたいという
気持ちで一杯です。
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